
目 的

伊勢湾及び熊野灘におけるトラフグ放流効果の把握お

よび放流効果向上のために, 大量標識放流を実施して,

放流群別放流魚回収状況を明らかにする｡

なお, 結果の詳細は関連報文に報告したので, ここで

はその概略を記載する｡

結 果

１. 標識技術

・供試魚は, ５月��日に (独) 水産総合研究センター

南伊豆栽培漁業センターからトラック輸送で尾鷲栽

培漁業センターに受け入れ, 中間育成を開始した｡

・種苗の収容尾数は約������尾で, 種苗サイズは平均

全長����であった｡

・標識装着は, ７月��日, �	日に, 尾鷲栽培漁業セン

ター海面中間育成施設で行った｡ 標識装着尾数は���

���尾, 平均全長は�����であった｡

・海面中間育成施設での標識作業は, トラフグ種苗の

噛み合い等による活力低下を防ぐことが目的であっ

た｡ そのために, エアーインジェクター６台の他,

手打ち作業人数を延べ��名確保し作業の効率性を高

めた｡ この結果, 尾鰭欠損率は��
�％と低かった｡

・手打ちの注射器はテルモ社ツベルクリン用１����

×���を用い, 注射針は瞬間接着剤で固定した｡

・エアーインジェクターと手打ちの１時間当たり平均

装着尾数はそれぞれ���尾, ���尾で両者の作業性は

大きく変わらなかった｡ また, 視認性も�：�	％,

�：��％で前年より�の割合が高かった｡

・視認性の向上は, 標識作業を確認できる専属の担当

を配置したことが要因と考えられた｡

２. 資源利用実態調査

・当歳魚を対象とする小型底曳網については伊勢市漁

協有滝支所, １歳魚以上を対象にする延縄について

は鳥羽磯部漁協答志支所から和歌山県境の紀南漁協

までの��漁協・支所・支部の漁獲統計を調査した｡

今年度はさらに, 和歌山県三輪崎・勝浦・串本漁協

の延縄漁獲実態についても調査した｡ また, まき網

については志摩の国漁協安乗支所を対象とした｡

・漁獲物調査とイラストマー標識魚の発見は, 有滝・

石鏡・安乗・甲賀・波切・二木島市場を中心に実施

した｡ この他, 和歌山県三輪崎漁協でも調査を行った｡

・当歳魚の漁獲は��月に始まり３月まで続いた｡ 漁獲

物の大きさは��月以降全長約����にモードが見ら

れ, 見かけ上変化はなかった｡

・延縄漁獲物は, ���年級群と���年級群が主体の構

成であった｡

・小型底曳網による当歳魚の漁獲量は�����で前年比

約５倍であった｡ 一方, 延縄漁獲量は��
�トンで前

年比��％であった｡ なお, 漁獲金額は２億����万円

で前年比��％であった｡

・和歌山県の熊野灘海域における延縄漁業は, 三輪崎・

勝浦・串本漁協で操業実態があり, 本漁期の漁獲量

は三輪崎��	��, 串本�����と推定された｡

３. 放流効果調査

１) 追跡調査

・放流約１カ月後の８月��日に新鹿海岸で地曳網を用

いて採集調査を行った結果９尾が採集され, そのう

ち８尾は���年熊野市放流群 (緑色の標識) であっ

た｡ 採集された標識魚の平均全長は��
���, 体重

��
��で, 放流時の平均全長と変わらなかった｡ 消

化管内容物は小型カニ類, カニ類のゾエアを主体に

二枚貝も出現したが, 前年の調査で出現したウニ類・

魚類・昆虫は見られなかった｡

２) 放流効果の推定

・延縄漁業による���年熊野市放流群 (全長７��)

の回収率は約�
�％で, そのうち約��％は放流地先

のある熊野灘南部海域, 約��％は和歌山県三輪崎地

先と推定された｡ ���年熊野市共同放流群 (全長��

��) の回収率は�
�％と推定され, 大型サイズによ

る放流効果の向上は得られなかった｡ さらに, 熊野

市南部海域での回収率は�
��％と低かった｡

・熊野灘南部海域では���尾の放流魚が回収され, そ

のうち１歳魚が	�％, ２歳魚が��％と推定された｡

１歳魚では���年熊野市放流群が主体で熊野市共同

放流群を合わせて約��％を占め, 木曽三川河口放流

群と相良放流群が��％であった｡ ２歳魚は���年熊
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野市放流群であった｡

・小型底曳網による ���年有滝放流群の回収率は����％

と推定され, 木曽三川河口放流群����％, 矢作河口

放流群��	
％に比べて高かった｡

・���年伊勢湾放流３群の小型底曳網平均回収率は,

当歳魚愛知県���％, 三重県��	％, １�２歳魚愛知

県���％であった｡ 延縄による平均回収率は, １歳

魚静岡県	�
％, 愛知県	��％, 三重県	��％, ２歳魚

静岡県��
％, 愛知県���％, 三重県��	％と推定され,

小型底曳網と延縄を合わせた総平均回収率は約	�％

に達した｡

・一方, ���年熊野灘及び遠州灘放流群の回収率は１～

６％であった｡ これらの結果から, 全長７�サイ

ズでの放流適地は伊勢湾と考えられた｡

・���年伊勢湾放流群の経済効果は, ��万尾放流で約


���万円と推算された｡

関連報文

���年度資源増大技術開発事業報告書 回帰性回遊性種

(トラフグ) 山口県・福岡県・長崎県・三重県・愛

知県・静岡県・秋田県
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